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新エネルギー等のシーズ発掘・事業化に向けた技術研究開発事業／社会課題解決枠ﾌｪｰｽﾞB（風力発電利用促進分野）

風力発電機の潤滑界面のトライボ解析・診断システム開発

１．目的

風力発電機の主軸受・増速機の潤滑状態を解析・診断するシステムを構築する．洋上風力のダウン

タイム最小化のため，潤滑状態を正確に予想する分子レベルからのシミュレーション技術を提案する．

２．期間
フェーズA 2024/4 ～ 2025/3
フェーズB 2025/4 ～ 2027/3

軸受・オイルメーカー様への展開を中心に，
風力発電機の摩擦・摩耗予測を通して，
日本の次世代エネルギー技術の
根源的活性化を目指します．

株式会社 計算科学研究所

研究開発成果（フェーズB 2025 年）

今後の取り組み（フェーズB 2026年以降）
研究開発計画 今後の展開

事業紹介

課題

分子レベルからの現象を網羅したシミュレータの開発

研究開発内容・体制 実用化・事業化に向けたプラン

研究開発項目 目標（値） 実施担当者

① トライボシミュレータを風
力発電機へ適用するための
改良

(a) トライボ流体シミュレータ
（BDLBM）の改良

粗視化モデリングの精緻化．ユー
ザーインターフェース・アドオンの高性
能化．

（株）計算科学研究所
岡山大学異分野基礎科学研究所

(b) トライボSPHシミュレータ
の改良

表面性状の変化について分子レベ
ルの知見を含めたモデルの進化およ
び大規模実証計算の実現．

（株）計算科学研究所

② メソスケールトライボSPH

シミュレータの実用化
接触や応力に関する計算モデルの
更なる精緻化を進め風力発電機の
系において摩擦摩耗予測する．

鹿児島工業高等専門学校

③ その場 SEM 観察マイク
ロトライボメータによる摩擦
界面の解析

一般的な摺動条件においてグリース
および添加剤による表面の変化を実
測する．

兵庫県立大学工学部

④破壊予兆の予測のため
の AI アルゴリズム作成

サーモカメラ法によるAIアルゴリズムの
高度化および適用範囲の拡大．

（株）計算科学研究所

⑤ オイル・軸受け等のメ―
カー各社との連携，事業実
現性の確認・評価

本シミュレータ・予兆アルゴリズムにつ
いて，適宜指導をいただき，市販
化に耐えうる製品にする．

（株）計算科学研究所

団体名：株式会社計算科学研究所，兵庫県立大学工学部，鹿児島工業高等専門学校
発表日：2026年7月21日

３．目標（中間・最終）
シミュレータにより基本的な系のみならず一般的なグリース・添加剤について摩擦摩耗挙動を予測

    可能とすること.

４．成果・進捗概要
トライボ流動シミュレータ: 分子レベルから粗視化粒子レベルまで，様々な粗視化シミュレーションが

    可能に．メソスケールトライボSPHシミュレータ: 現実的な表面粗さにおいて，表面化学性状の異なる
系の焼き付きの初期過程を解析可能に．破壊予兆の予測のための AI アルゴリズムを作成．
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